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寄
付
＝
崇
高
な
志
を
悪
用
す
る
、さ
も
し
い
役
所

　

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
、
自
治
体
の
経
営

に
、
寄
付
を
活
用
す
る
」
事

例
の
急
増
に
伴
い
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
乱
立

し
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
は
「
寄
付
を
す
る

者
、
受
け
る
者
を
仲
介
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
、

寄
付
大
国
米
国
か
ら
導
入

（
真ま

ね似
）
さ
れ
た
が
、
日
本

は
米
国
と
比
べ
る
と
「
意
識

の
低
さ
」
等
、
次
の
欠
陥
が

あ
る
。

　

第
一
の
欠
陥
は
、
寄
付
と

い
う
崇
高
な
志
を
フ
ィ
ー
・

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
稼
ぐ
、
日

本
の
「
意
識
の
低
さ
」。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る
手
数
料
は
、

米
国
で
は
0
〜
5
％
と
低
い
（
表
1
）。
理
由
は
、
寄
付

と
い
う
崇
高
な
志
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
自
体

も
「
寄
付
的
に
＝
手
数
料
を
安
く
」
運
営
す
る
の
が
当
然

だ
か
ら
、
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
は
手
数
料
が
8
〜
20
％
強
と
高
い
。

　

第
二
の
欠
陥
は
、
米
国
で
は
崇
高
な
志
で
あ
る
寄
付
に

「
リ
ワ
ー
ド
（
見
返
り
、返
礼
品
）」
を
あ
ま
り
求
め
な
い
。

　

一
方
、
日
本
で
は
「
リ
ワ
ー
ド
（
返
礼
品
）」
を
期
待

し
て
寄
付
を
す
る
。
節
税
を
目
的
に
寄
付
を
す
る
。

　

第
三
の
欠
陥
は
、
以
上
二
つ
の
欠
陥
か
ら
、
自
治
体
が

リ
ワ
ー
ド
（
返
礼
品
）
を
豪
華
に
す
る
愚
か
な
競
争
を
行

う
結
果
、
実
質
の
資
金
調
達
額
が
異
常
に
低
く
な
る
。

　

例
え
ば
「
手
数
料
20
％
、
リ
ワ
ー
ド
率
30
％
、
送
料
な

ど
事
務
費
10
％
」
と
い
う
平
均
値
で
計
算
す
る
と
、
実

質
の
資
金
調
達
額
は
名
目
に
対
し
て
半
分
以
下
の
40
％

（100−20−30−10

＝40

）
に
す
ぎ
な
い
。

マ
ト
リ
ク
ス
思
考
で
、解
決
策
＝
政
策
を
導
く

　

以
上
の
よ
う
に
、
解
決
が
難
し
い
問
題
・
欠
陥
は
、
マ

ト
リ
ク
ス
思
考
で
解
決
策
＝
政
策
を
導
く
と
よ
い
。

　

以
上
の
欠
陥
は
「
寄
付
制
度
の
有
無
」「
資
金
調
達
者

側
と
寄
付
者
側
の
関
係
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
「
表

2
〜
4
の
、
四
つ
の
論
点
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
視
点
を
設
け
て
、
四
つ
の
論
点

に
分
け
る
方
法
を
、
マ
ト
リ
ク
ス
思
考
と
言
う
。

　

誰
も
が
知
る
有
名
な
発
想
法
だ
が
、
視
点
の
置
き
方
と

組
み
合
わ
せ
次
第
で
、
誰
も
思
い
付
か
な
い
斬
新
で
面
白

い
論
点
と
解
決
策
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
様
々
な
視
点
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
試
行
錯
誤
的

な
考
察
を
経
て
「
制
度
の
有
無
」「
資
金
調
達
者
側
と
寄

付
者
側
の
関
係
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
に
決
め
た
。

　

理
由
は
表
3
の
よ
う
に
、
こ
の
視
点
か
ら
導
く
四
つ
の

論
点
の
現
状
と
、
今
後
の
方
向
性
（
表
3
の←

以
降
）
を

面
白
い
と
感
じ
る
か
ら
。
特
に
「
資
金
調
達
者
側
に
の
み

自
由
裁
量
が
あ
る
」
点
が
日
本
の
欠
陥
と
感
じ
る
か
ら
。

日
本
の
欠
陥
は
、資
金
調
達
者
側
に
の
み
自
由
裁
量

　

米
国
で
は
、
寄
付
者
側
に
も
自
由
裁
量
が
あ
る
。
例
え

ば
、
寄
付
者
の
多
く
が
「
私
の
寄
付
は
、
こ
の
目
的
・
用

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

寄
付
は
、共
感
か
ら
生
ま
れ「
物
→
時
間
→
金
」の
順
に
集
ま
る

ふ
る
さ
と
納
税
＆
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
欠
陥
〜
寄
付
で
稼
ぐ
、さ
も
し
い
心

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
�

表1　日米クラウドファンディング手数料～筆者まとめ

日本注1

注1）クラウドファンディングのタイプ
注2）かっこ内は最大手の手数料

購入型
寄付型

8～20％強（17％）注2
8～20％強（15％）

0～5％（5％）注2
0～4％（4％）

米国
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途
で
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
い
、
寄
付
す
る
。
寄
付
を
受

け
た
者
は
、
寄
付
者
の
崇
高
な
志
を
尊
重
、
そ
れ
に
共
感

し
、
寄
付
金
を
大
切
に
活
用
す
る
。
逆
に
、
寄
付
を
受
け

る
者
も
「
私
は
、
こ
の
崇
高
な
志
か
ら
、
こ
の
目
的
・
用

途
で
寄
付
を
募
る
」
と
言
う
。
寄
付
を
す
る
者
は
、
募
る

者
の
崇
高
な
志
に
共
感
し
て
、
リ
ワ
ー
ド
（
見
返
り
、
返

礼
品
）
を
期
待
せ
ず
、
寄
付
を
行
う
。
い
ず
れ
の
方
向
に

し
て
も
、
両
者
の
関
係
に
共
感
し
た
第
三
者
か
ら
も
寄
付

が
集
ま
り
、
米
国
で
は
寄
付
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　

一
方
、
日
本
は
「
制
度
と
し
て
」
資
金
調
達
者
（
寄
付

を
受
け
る
）
側
に
の
み
自
由
裁
量
が
あ
る
。
自
治
体
な
ど

寄
付
を
受
け
る
者
の
多
く
の
言
動
か
ら
「
豪
華
リ
ワ
ー
ド

（
返
礼
品
）
を
餌
に
、
寄
付
を
釣
る
」
さ
も
し
い
下
心
が

透
け
て
見
え
る
。

　

寄
付
を
す
る
者
は
、

自
治
体
な
ど
寄
付
を

受
け
る
者
の
下
心
を

感
じ
て
「
純
粋
に
は

寄
付
し
な
い
。
リ
ワ

ー
ド
（
返
礼
品
）
が

豪
華
な
ら
寄
付
す

る
」
恥
ず
か
し
い
結

果
と
な
る
。

　

読
者
も
私
と
同
じ

よ
う
に
、
米
国
人
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

寄
付
の
制
度
だ
」
と

言
っ
て
説
明
し
て
み

る
と
い
い
。
軽
蔑
さ
れ
て
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
だ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
策
は
企
画
の
過
程
で
、
異
文
化
（
外

国
）
人
に
説
明
し
て
、
彼
ら
の
反
応
を
政
策
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
と
い
い
。
さ
も
し
い
下
心
な
政
策
＆
綺き

れ
い麗

事

な
政
策
は
、
軽
蔑
さ
れ
る
の
で
、
反
省
・
改
革
し
よ
う
！

政
策
は「
改
善
、運
用
、改
革
、創
造
」の
選
択
と
連
携

　

以
上
よ
り
私
は
「
表
3
の
2
、
3
、
4
」
の
政
策
を
提

案
す
る
。

　

表
3
は
、
1
が
既
に
「
現
在
あ
る
」
政
策
。
2
は
1
を

「
資
金
調
達
者
側
に
の
み
自
由
裁
量
が
あ
る
」
ま
ま
改
善

す
る
政
策
。
3
と
4
は
「
寄
付
者
側
が
自
由
裁
量
を
発
揮

で
き
る
」
よ
う
に
改

革
す
る
政
策
。
3
と

4
の
違
う
点
は
、
3

が
今
あ
る
制
度
の
枠

内
で
「
運
用
を
変
え

る
」
政
策
。
4
は
制

度
に
縛
ら
れ
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
過
程
で

「
市
民
が
目
的
・
用

途
を
定
め
る
自
発
的

な
寄
付
を
受
け
入

れ
・
活
用
す
る
」
崇

高
な
志
を
、
自
治
体

が
創
造
す
る
政
策
。

　

傍
線
部
に
注
目
す

る
と
、
政
策
と
は
（
簡
単
な
順
に
）「
改
善
、
運
用
、
改
革
、

創
造
」
の
機
能
を
選
択
し
、
3
の
「
運
用
×
改
革
」
の
よ

う
な
機
能
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
。

　

表
4
「
1
か
ら
4
の
政
策
例
と
概
要
」
で
分
か
る
よ
う

に
、
3
迄ま

で

は
誰
か
が
改
善
・
改
革
し
た
成
果
を
猿
真
似
で

き
る
。
但た

だ

し
、
地
域
の
特
性
が
違
う
の
に
、
猿
真
似
す
る

と
必
ず
、
失
敗
す
る
。
だ
が
、
4
は
猿
真
似
が
で
き
ず
、

地
域
ご
と
の
「
手
づ
く
り
」
の
政
策
と
な
る
。
地
域
ご
と

に
「
手
づ
く
り
の
政
策
」
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
言
う
。

2
＝
熊
本
城
や
二
条
城
の「
一
口
城
主
」政
策

　

1
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
国
の
政
策
で
、
考
察
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
セ
ッ
ト
で
次
回
に
行
う
。

表2　ふるさと納税など寄付制度四つの論点

表3　四つの論点の現状と、今後の方向性

1　今ある寄付制度を、資金調達者側が使う
2　新たな寄付制度を、資金調達者側が創る
（1と2は、資金調達者側にのみ自由裁量がある）

3　今ある寄付制度の枠内で、寄付者側が自由裁量を
発揮できる

4　寄付制度は「無い、作らない」が、寄付者側が
自由裁量を発揮、まちづくりが加速

1　今ある制度は、欠陥が多く、資金調達が効果的で
はない。にもかかわらず、1が主流である。
→論点1）今ある制度の問題と解決策を示す。

2　新たな寄付制度の創設は、まちづくり以外の分野
では少ないが、まちづくり分野では多い。
→論点2）新たな寄付制度が創られる過程を考察
し、新たな寄付制度創設へのノウハウを示す。

3　今ある制度の枠内で、寄付者側が自由裁量を発揮
できる事は、まちづくり以外の分野では少ない
が、まちづくり分野では多い。
→論点3）寄付者=市民側が、制度の枠内で自由裁
量を発揮できるまちづくりの仕組みを示す。

4　制度に縛られず、寄付者側が自由裁量を発揮でき
る事は、まちづくりの本質。
→論点4）寄付者側が「制度の有無・内容に縛ら
れず」自由裁量を発揮できる「まちづくり」。

表4　寄付の政策名→リワード例→リワード金額

1　ふるさと納税→返礼品→数千円
2　一口城主→整備する施設に寄付者が名前を綴る権
利→1万円

3　思い出ベンチ→整備する施設に寄付者が思い出を
自由に綴る権利→15万円

4　市民が目的・用途を定める自発的な寄付→整備施
設に寄付者が作品を飾る権利→上限なし（本稿の
事例は、1500万円）
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2
の
「
一
口
城
主
」
は
、
熊
本
城
が
実
践
後
、
二
条
城

な
ど
が
真
似
す
る
有
名
な
政
策
で
あ
る
。
有
名
な
政
策
ゆ

え
概
要
と
リ
ワ
ー
ド
の
解
説
は
簡
略
化
す
る
。

　

一
口
城
主
政
策
は
、
震
災
で
破
損
あ
る
い
は
老
朽
化
し

た
城
の
修
復
に
用
途
を
限
定
。
1
口
1
万
円
以
上
を
寄
付

し
た
者
を
「
一
口
城
主
」
と
認
定
。
寄
付
者
の
名
前
が
城

に
プ
レ
ー
ト
で
綴つ

づ

ら
れ
る
。
名
前
を
綴
る
コ
ス
ト
を
1
件

5
0
0
円
と
仮
定
す
る
と
、
実
質
の
資
金
調
達
額
は
名
目

に
対
し
て
95
％
と
高
い
。
効
率
が
高
い
寄
付
政
策
ゆ
え
、

城
が
あ
る
自
治
体
は
猿
真
似
で
き
る
様
に
見
え
る
。
だ
が
、

熊
本
城
の
様
に
「
知
名
度
、
震
災
で
破
損
し
た
経
緯
」
が

無
い
と
、
共
感
し
て
も
ら
え
ず
、
寄
付
に
成
功
で
き
な
い
。

　

重
要
な
の
で
繰
り
返
す
が
、
寄
付
が
成
功
す
る
鍵
は

「
共
感
し
て
も
ら
う
」
の
1
点
に
集
約
さ
れ
る
。

3
＝
東
京
都
の「
思
い
出
ベ
ン
チ
」政
策

　

思
い
出
ベ
ン
チ
政
策
の
概
要
は
次
の
通
り
。
東
京
都
は

2
0
0
3
年
、
日
比
谷
公
園
が
開
園
1
0
0
周
年
を
迎
え

る
一
時
的
な
記
念
事
業
と
し
て
、
日
比
谷
公
園
に
ベ
ン
チ

1
0
0
基
、
井
の
頭
恩
賜
公
園
に
ベ
ン
チ
1
0
0
基
の
新

設
を
次
の
方
法
で
募
集
し
た
。
ベ
ン
チ
の
背
も
た
れ
部
に

金
属
プ
レ
ー
ト
（
縦
5
・
5
㌢
、
横
15
㌢
）
を
設
け
、
こ

こ
に
「
寄
付
者
は
氏
名
と
共
に
、
40
字
以
内
で
思
い
出
を

自
由
に
綴
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
リ
ワ
ー
ド
を
寄
付
者
は
15
万
円
で
購
入
・
寄
付
す

る
が
、
募
集
し
た
2
0
0
基
を
大
幅
に
上
回
る
応
募
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
次
年
度
以
降
か
ら
現
在
ま
で
、
他
の
都
立

公
園
、
都
立
動
物
園
、
都
立
霊
園
の
全
域
に
、
思
い
出
ベ

ン
チ
政
策
を
拡
大
・
継
続
す
る
。
思
い
出
ベ
ン
チ
政
策
の

総
数
は
2
0
1
2
年
ま
で
の
10
年
間
で
8
4
8
基
、
以
後

も
毎
年
50
〜
60
基
の
ペ
ー
ス
で
募
集
し
て
い
る
（
東
京
都

公
式
W
e
b
）。

　

思
い
出
ベ
ン
チ
事
業
の
人
気
は
、
か
な
り
高
い
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
私
は
東
京
都
民
な
の
で
、
近
所
・
周
囲

に
「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
の
話
を
し
て
み
る
と
「
知
ら
な
か

っ
た
、
そ
れ
は
良
い
わ
ね
、
早
速
応
募
す
る
わ
」
と
い
う

反
応
が
、
多
く
の
人
か
ら
返
っ
て
き
た
。

　

彼
ら
の
う
ち
、
都
立
霊
園
に
墓
を
有
す
る
者
は
、
そ
の

霊
園
に
応
募
し
た
。
ど
ん
な
思
い
出
を
彼
ら
が
綴
っ
た
か
、

な
ん
と
な
く
私
は
想
像
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
井
の
頭
恩

賜
公
園
を
散
策
時
、
写
真
1
の
「
思
い
出
ベ
ン
チ
」
が
脳

裏
に
焼
き
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
思
い

出
ベ
ン
チ
の
リ

ワ
ー
ド
価
格
は

15
万
円
と
高
額

（
2
の
一
口
城

主
政
策
の
15
倍

の
高
い
価
値
）

で
も
、
寄
付
希

望
の
人
気
が

2
0
0
3
年
か

ら
今
も
高
い
要

因
は
「
寄
付
者

が
氏
名
と
共
に
、

40
字
以
内
で
思

い
出
を
自
由
に
綴
る
」
こ
と
が
で
き
る
「
寄
付
者
側
に
自

由
裁
量
が
あ
る
」
事
が
大
き
い
。

　

2
の
一
口
城
主
政
策
と
の
相
違
点
を
整
理
し
よ
う
。
プ

レ
ー
ト
を
設
置
す
る
と
い
う
方
法
と
コ
ス
ト
は
、
ほ
ぼ
同

じ
。
違
い
は
リ
ワ
ー
ド
の
価
値
に
あ
る
。

　

2
は
資
金
調
達
者
側
が
定
め
た
方
法
で
、
名
前
を
綴
る
。

寄
付
者
側
に
自
由
裁
量
は
無
い
。
こ
の
リ
ワ
ー
ド
価
値
に
、

市
民
は
喜
ん
で
1
万
円
を
寄
付
す
る
。

　

3
は
寄
付
者
側
に
（
思
い
出
を
自
由
に
綴
る
）
自
由
裁

量
が
あ
る
。
こ
の
リ
ワ
ー
ド
価
値
に
、
市
民
は
喜
ん
で
15

万
円
を
寄
付
す
る
。

4
＝�

播
磨
横
田
駅
が「
寄
付
者
の
作
品
を
展
示
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、駅
舎
を
整
備
し
た
」ま
ち
づ
く
り

　

北
条
鉄
道
は
他
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
同
様
「
か
な
り
の

赤
字
、
資
金
不
足
」
で
、
播
磨
横
田
駅
の
駅
舎
を
整
備
で

き
な
い
と
マ
ス
コ
ミ
が
過
去
の
経
緯
と
共
に
報
じ
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
市
民
の
一
人
が
過
去
の
経
緯
か
ら
「
私

の
描
い
た
作
品
（
絵
）
を
駅
舎
に
展
示
し
て
く
れ
る
な
ら
、

整
備
費
の
全
額
1
5
0
0
万
円
を
寄
付
し
た
い
」
と
、
北

条
鉄
道
へ
提
案
す
る
。
北
条
鉄
道
は
過
去
の
経
緯
か
ら
市

民
の
創
造
的
な
提
案
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。

　

北
条
鉄
道
は
当
初
に
定
め
た
「
あ
り
き
た
り
な
駅
舎
の

整
備
計
画
」
を
「
市
民
が
提
案
し
た
駅
舎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
化

計
画
」
へ
変
更
し
た
（
写
真
2
、
3
）。

　

注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
の
過
去
の
経
緯
が
「
市
民
か
ら

創
造
的
な
提
案
と
寄
付
を
誘
発
」
し
た
こ
と
。
こ
れ
こ
そ

自
治
体
が
実
践
す
べ
き
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
で
あ
る
。

写真1　井の頭恩賜公園にある「思い出ベンチ」
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寄
付
は「
物
→
時
間
→
金
」の
順
に
起
き
る

　

当
ケ
ー
ス
で
注
目
す
べ
き
は
寄
付
を
募
る
と
、
寄
付
は

「
物
→
時
間
→
金
」
の
順
に
起
き
る
。

　

災
害
が
起
き
た
時
な
ど
に
寄
付
金
を
募
る
と
、
市
民
か

ら
最
初
は
「
物
→
時
間
を
寄
付
す
る
創
造
的
な
提
案
」
が

寄
せ
ら
れ
る
。
そ
の
崇
高
な
意
思
を
尊
重
し
た
「
市
民
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
が
「
寄
付
〝
金
〟
を
多
く
集

め
る
＆
地
方
創
生
が
成
功
す
る
」
鍵
と
な
る
。

　

逆
説
的
に
言
う
と
、
寄
付
「
金
」
だ
け
欲
し
て
、
市
民

の
「
物
→
時
間
を
寄
付
す
る
創
造
的
な
提
案
」
を
拒
絶
す

る
、
さ
も
し
い
役
所
に
、
寄
付
「
金
」
は
集
ま
ら
な
い
。

　

過
去
の
経
緯
を
説
明
す
る
。

　

北
条
鉄
道
は
、
J
R
加
古
川
線
の
粟あ

お生
駅
を
起
点
に
、

北
条
町
駅
を
結
ぶ
、
旧
国
鉄
の
路
線
を
継
承
し
た
も
の
。

運
営
者
の
北
条
鉄
道
株
式
会
社
は
、
加
西
市
と
兵
庫
県

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
（
実
質
、
自
治
体
が
経
営
）

で
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
「
自
治
体
が
実
践
す
べ
き
、
ま
ち
づ

く
り
」
と
言
え
る
。
北
条
鉄
道
の
路
線
距
離
は
、
わ
ず
か

13
・
6
㌔
。
起
点
と
な
る
粟
生
駅
を
除
く
7
駅
は
加
西
市

に
あ
る
。
粟
生
駅
と
北
条
町
駅
の
途
中
に
あ
る
6
駅
は
利

用
者
が
少
な
く
、
全
て
無
人
駅
。
六
つ
の
無
人
駅
は
「
待

合
室
か
ト
イ
レ
の
片
方
が
無
い
か
、
両
方
と
も
無
い
」
状

態
に
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
金
に
困
る
赤
字
鉄
道
と
言
え
る
。

　

2
0
0
9
年
に
経
営
を
改
革
す
べ
く
、
北
条
鉄
道
株
式

会
社
の
社
長
を
兼
務
し
て
い
た
、
加
西
市
長
が
民
間
か
ら

社
長
を
公
募
す
る
。
経
営
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、

無
人
駅
六
つ
の
駅
舎
整
備
が
あ
っ
た
。
1
駅
当
た
り
の
整

備
費
は
、
少
な
い
駅
で
約
3
0
0
万
円
、
多
い
駅
は
約

1
5
0
0
万
円
。
6
駅
の
駅
舎
整
備
は
「
利
用
者
の
多
さ
、

整
備
費
の
少
な
さ
」
と
優
先
順
位
で
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

最
初
は
、
法
華
口
駅
。
法
華
口
駅
は
利
用
客
が
最
も
多

く
、
整
備
費
が
ト
イ
レ
整
備
だ
け
で
比
較
的
少
な
い
。
利

用
客
が
多
い
理
由
は
、
法
華
口
駅
の
近
く
に
、
法
華
山
一

乗
寺
が
あ
る
こ
と
。
こ
こ
は
国
宝
三
重
塔
が
あ
り
、
春
は

桜
、
秋
は
紅
葉
が
綺
麗
で
、
観
光
客
に
人
気
が
高
い
。

世
代
間
戦
争

　

「
こ
の
ま
ま
だ
と
健
康
保
険
組
合
が
ど
ん
ど
ん
な

く
な
り
ま
す
よ
」。
健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健
保

連
）
の
幹
部
が
、
こ
ん
な
悲
痛
な
訴
え
を
口
に
し
た
。

高
齢
者
医
療
費
拠
出
金
の
負
担
に
耐
え
か
ね
、
中
小

企
業
向
け
の
協
会
け
ん
ぽ
に
く
ら
替
え
す
る
健
保
組

合
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

全
国
の
生
協
の
従
業
員
や
扶
養
家
族
約
16
万

4
0
0
0
人
が
加
入
す
る
「
日
生
協
健
康
保
険
組

合
」
が
、
今
年
度
中
の
解
散
を
決
め
た
。
全
国
の
派

遣
社
員
や
そ
の
家
族
約
48
万
6
0
0
0
人
が
加
入
の

「
人
材
派
遣
健
康
保
険
組
合
」
も
、
解
散
を
検
討
中

だ
。

　

健
保
連
に
よ
る
と
、
全
体
の
23
％
に
当
た
る

3
1
3
組
合
は
2
0
1
8
年
度
に
協
会
け
ん
ぽ
の
保

険
料
率
（
平
均
10
％
）
を
上
回
り
、
い
つ
解
散
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
。
協
会
け
ん
ぽ
に
は
国
が
補

助
金
を
出
し
て
お
り
、
解
散
が
広
が
れ
ば
税
金
の
投

入
も
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
高
齢
者
医

療
費
へ
の
拠
出
金
、
い
わ
ば
現
役
世
代
か
ら
お
年
寄

り
へ
の
「
仕
送
り
」
が
年
々
増
大
し
て
い
る
か
ら
だ
。

マ
ク
ロ
で
見
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
と
な
る
25
年
度
に
は
、
健
保
加
入
者
の
医

療
費
（
法
定
給
付
費
）
を
高
齢
者
へ
の
拠
出
金
が
上

回
っ
て
し
ま
う
。

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、
70
歳
以
上
で
1
割
か
ら

2
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
75
歳
以
上
は
1
割

（
現
役
並
み
所
得
者
は
3
割
）。
こ
れ
を
2
割
に
そ

ろ
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
来
年
は
消
費

税
率
10
％
へ
の
増
税
と
参
院
選
が
控
え
て
い
る
た
め
、

国
は
19
年
度
以
降
に
先
送
り
し
た
。

　

「
高
齢
者
は
金
持
ち
な
ん
で
す
」
と
は
、
前
出
の

健
保
連
幹
部
。
早
急
に
75
歳
以
上
を
2
割
に
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
低
所
得
者
に
配
慮
し
つ
つ
、
い
ず
れ

は
70
歳
未
満
と
同
様
、
窓
口
負
担
を
3
割
に
そ
ろ
え

て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

老
人
医
療
費
と
呼
ん
だ
時
代
に
負
担
が
無
料
化
、

定
額
化
、
定
率
化
を
経
て
10
年
前
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
負
担
が
低
く
抑

え
ら
れ
た
時
代
が
長
く
続
い
た
。
過
重
な
負
担
を
現

役
世
代
に
押
し
付
け
た
ま
ま
で
は
、
年
金
制
度
と
同

様
、
世
代
間
戦
争
が
勃
発
し
か
ね
な
い
。�

（
隅
）
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駅
舎
整
備
に
必
要
な
資
金
の
調
達
は
、
赤
字
鉄
道
ゆ
え
、

寄
付
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
寄
付
の
集
め
方
は
「
役
所

ら
し
い
、
ス
マ
ー
ト
で
な
い
方
法
」
だ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
地
元
の
企
業
や
市
民
に
は
「
金
の
寄
付
」

を
呼
び
掛
け
、
大
工
な
ど
建
設
事
業
者
に
は
「（
労
働
）

時
間
の
寄
付
」
を
呼
び
掛
け
た
。

　

す
る
と
、
あ
る
大
工
か
ら
「
趣
味
で
自
作
し
た
国
宝
三

重
塔
の
模
型
を
寄
付
す
る
。
私
の
模
型
を
駅
前
に
設
置
す

れ
ば
、
観
光
客
等
か
ら
話
題
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
6
駅
）
全
体
に
、
人
と
金
が
集
ま
る
波
及
効
果
が
あ
る

の
で
は
？
」
と
い
う
創
造
的
な
提
案
が
北
条
鉄
道
へ
寄
せ

ら
れ
た
。

　

こ
の
模
型
（
写
真
4
）
は
高
さ
が
7
㍍
も
あ
る
、
国
宝

三
重
塔
の
実
物
を
、
檜ひ
の
きで

模

し
た
美
し
い
も
の
で
「
人
と

金
が
集
ま
る
波
及
効
果
」
を

確
か
に
期
待
で
き
る
と
、
地

元
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

こ
の
提
案
は
「
物
、
趣
味

で
自
作
し
た
作
品
の
寄
付
」

で
あ
る
。
資
金
調
達
者
が
当

初
に
求
め
た
「
金
の
寄
付
」

で
は
な
い
し
「（
労
働
）
時

間
の
寄
付
」
で
も
な
い
。

　

資
金
調
達
そ
の
も
の
に
は

寄
与
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
巨

大
な
模
型
を
大
工
の
作
業
場

か
ら
、
法
華
口
駅
前
へ
移
動

し
て
設
置
す
る
に
は
、
業
者
へ
発
注
す
れ
ば
、
数
百
万
円

ほ
ど
要
す
る
役
所
に
は
迷
惑
な
提
案
で
あ
る
。

　

な
に
や
ら
、
笑
い
話
の
よ
う
だ
。
資
金
調
達
者
側
が
、

論
理
的
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
提
案
は
却
下
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
地
元
の
市
民
・
建
設
事
業
者
が
こ
の
話
を
面

白
が
り
、
巨
大
な
模
型
を
移
動
か
つ
設
置
す
る
作
業
に

「（
労
働
）
時
間
の
寄
付
」
を
し
て
、
提
案
は
実
現
し
た
。

　

こ
れ
を
「
市
民
に
自
由
裁
量
が
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
」

が
、
役
所
が
本
来
の
目
的
と
し
た
駅
舎
整
備
に
必
要
な

「
お
金
の
寄
付
」
を
誘
発
し
て
い
く
。

　

以
上
の
一
連
の
話
が
「
北
条
鉄
道
（
の
駅
舎
整
備
）
が

面
白
い
」
等
と
、
マ
ス
コ
ミ
の
記
事
や
観
光
客
や
市
民
の

ク
チ
コ
ミ
で
広
が
り
、
2
駅
目
以
降
の
駅
舎
整
備
に
、
市

民
が
自
主
的
に

「
お
金
の
寄

付
」
と
「（
労

働
）
時
間
の
寄

付
」
を
行
う
、

ま
ち
づ
く
り
の

流
れ
に
繋つ

な

が
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
が

「
ま
ち
づ
く
り

を
物
語
と
し
て

語
り
」
な
が
ら
、

整
備
条
件
が
最

も
難
し
い
か
ら

最
後
に
残
っ
た

播
磨
横
田
駅
の

駅
舎
整
備
で
、
資
金
調
達
に
難
航
、
と
報
じ
た
。
以
上
の

流
れ
が
「
私
の
描
い
た
絵
を
駅
舎
に
展
示
し
て
く
れ
る
な

ら
、
整
備
費
全
額
1
5
0
0
万
円
を
寄
付
し
た
い
」
と
い

う
創
造
的
な
提
案
を
誘
発
し
た
。

　

つ
ま
り
、
私
の
描
い
た
絵
（
作
品
）
を
寄
付
す
る
発
想

は
、
大
工
に
よ
る
趣
味
で
自
作
し
た
模
型
（
作
品
）
の
寄

付
が
「
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
む
し
ろ
楽
し
ん
で
新
し
い
事

業
へ
創
造
さ
れ
た
」
と
い
う
前
例
・
信
頼
感
が
誘
発
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
成
功
は
、
こ
の
よ
う
に
市
民
側
に
「
あ

ら
ゆ
る
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
楽
し
ん
で
新
し
い
事

業
へ
創
造
さ
れ
る
」
信
頼
感
か
ら
生
ま
れ
る
。

　

信
頼
・
共
感
さ
れ
れ
ば
、
成
功
で
き
る
！

写真2　播磨横田駅の駅舎。窓右横の木製看板は「播磨
横田駅ギャラリー」、看板の右横にある入り口には「××
（寄付者名）作品展」と書かれている

写真3　播磨横田駅の駅舎内。寄付者の作品が展示さ
れ「まちづくりの場」としても活用される

写真4　法華口駅と、国宝三重塔の模型


